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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回転式データストレージデバイス用の制御システムであって、
　ドライブ用プリント配線基板（ＰＣＢ）と、
　前記ドライブ用ＰＣＢに配設されているドライブモジュールであって、データの処理、
データの格納および前記回転式データストレージデバイスの動作の制御のうち少なくとも
１つを実行するドライブモジュールと、
　前記ドライブ用ＰＣＢに配設されている前記ドライブモジュールと通信するオーディオ
モニタモジュールであって、前記回転式データストレージデバイスが動作中に発生させる
ノイズに応じて決まるオーディオ信号を分析するオーディオモニタモジュールとを備え、
　前記オーディオモニタモジュールは、前記回転式データストレージデバイスが有する第
１の構成要素の共振を検出した場合、前記第１の構成要素の回転速度を選択的に調整する
制御システム。
【請求項２】
　前記ドライブモジュールは、磁気ストレージ制御モジュールおよび光学ストレージ制御
モジュールのうち１つを有する
　請求項１に記載の制御システム。
【請求項３】
　前記ドライブモジュールは、読出／書込チャネルモジュールを有する
　請求項１に記載の制御システム。
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【請求項４】
　前記ドライブモジュールは、プロセッサを有する
　請求項１に記載の制御システム。
【請求項５】
　前記ドライブモジュールは、スピンドル／ボイスコイルモータドライブモジュールおよ
びスピンドル／フィードモータモジュールのうち１つを有する
　請求項１に記載の制御システム。
【請求項６】
　請求項１に記載の制御システムと、
　前記回転式データストレージデバイスと
　を備えるデータストレージデバイス。
【請求項７】
　前記オーディオ信号を生成するマイクロフォン
　をさらに備える、請求項６に記載のデータストレージデバイス。
【請求項８】
　前記回転式データストレージデバイスは、前記第１の構成要素を有し、
　前記オーディオモニタモジュールは、前記オーディオ信号に基づいて、前記第１の構成
要素の動作パラメータを選択的に調整する
　請求項６に記載のデータストレージデバイス。
【請求項９】
　前記第１の構成要素は、回転式ストレージ媒体の回転および前記回転式ストレージ媒体
からのデータ読出しのうち１つを実行する
　請求項８に記載のデータストレージデバイス。
【請求項１０】
　前記回転式データストレージデバイスは、磁気ストレージデバイスおよび光学ストレー
ジデバイスのうち１つを有する
　請求項６に記載のデータストレージデバイス。
【請求項１１】
　前記オーディオモニタモジュールは、前記オーディオ信号に基づいて、前記第１の構成
要素の故障を選択的に診断する
　請求項８に記載のデータストレージデバイス。
【請求項１２】
　前記オーディオモニタモジュールは、前記オーディオ信号に基づいて、前記第１の構成
要素の経年劣化を選択的に推定する
　請求項８に記載のデータストレージデバイス。
【請求項１３】
　前記オーディオモニタモジュールは、前記オーディオ信号に基づいて、前記第１の構成
要素の今後の構成要素の故障を選択的に予測する
　請求項８に記載のデータストレージデバイス。
【請求項１４】
　前記オーディオモニタモジュールは、前記オーディオ信号に基づいて、前記データスト
レージデバイスの製品品質を選択的に推定する
　請求項８に記載のデータストレージデバイス。
【請求項１５】
　前記オーディオモニタモジュールは、前記オーディオ信号と格納されている故障プロフ
ァイルとを選択的に相関させて、前記第１の構成要素の故障を予測する
　請求項８に記載のデータストレージデバイス。
【請求項１６】
　前記オーディオ信号をデジタルオーディオ信号に変換するアナログ／デジタルコンバー
タ
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　をさらに備える、請求項６に記載のデータストレージデバイス。
【請求項１７】
　前記回転式データストレージデバイスはハードディスクドライブを有し、前記ハードデ
ィスクドライブは、
　ハードディスクドライブアセンブリ（ＨＤＤＡ）と、
　ハードディスクドライブ用プリント配線基板（ＨＤ　ＰＣＢ）と
　を含み、
　前記マイクロフォンは、前記ＨＤＤＡおよび前記ＨＤ　ＰＣＢのうち一方に配設されて
いる
　請求項７に記載のデータストレージデバイス。
【請求項１８】
　前記ハードディスクドライブは、
　ハードディスクドライブモジュールと、
　プロセッサと、
　スピンドル／ボイスコイルモータ（ＶＣＭ）ドライバモジュールと、
　読出／書込チャネルモジュールと
　を含む
　請求項１７に記載のデータストレージデバイス。
【請求項１９】
　前記オーディオモニタモジュールは、システムオンチップにおいて、前記ハードディス
クドライブモジュール、前記プロセッサ、前記スピンドル／ＶＣＭドライバモジュール、
および前記読出／書込チャネルモジュールのうち少なくとも１つと集積化されている
　請求項１８に記載のデータストレージデバイス。
【請求項２０】
　前記回転式データストレージデバイスは、デジタルバーサティルディスク（ＤＶＤ）を
有し、前記ＤＶＤは、
　デジタルバーサティルディスクアセンブリ（ＤＶＤＡ）と、
　デジタルバーサティルディスク用プリント配線基板（ＤＶＤ　ＰＣＢ）と
　を含み、
　前記マイクロフォンは、前記ＤＶＤＡおよび前記ＤＶＤ　ＰＣＢのうち一方に配設され
ている
　請求項７に記載のデータストレージデバイス。
【発明の詳細な説明】
【関連出願】
【０００１】
　本願は、米国特許出願第１１／５９１，３２６号（出願日：２００６年１１月１日）、
第１１／６５２，２０３号（出願日：２００７年１月１１日）、および第１１／６５２，
２５８号（出願日：２００７年１月１１日）、ならびに米国仮特許出願第６０／８２８，
５３２号（出願日：２００６年１０月６日）および第６０／８２０，１８９号（出願日：
２００６年７月２４日）による恩恵を主張する。上記出願の開示内容はすべて、参照によ
り本願に組み込まれる。
【技術分野】
【０００２】
　本開示は、ハードディスクドライブ（ＨＤＤ）システムおよびデジタルヴァーサティル
ディスク（ＤＶＤ）システムに関する。本開示は特に、ＨＤＤシステムおよびＤＶＤシス
テムのオーディオモニタに関する。
【背景技術】
【０００３】
　本明細書では、本開示が成された状況を概して示すことを目的として、背景技術を説明
する。本願において名前が挙げられている発明者による研究は、この「背景技術」部分で
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説明されている範囲内において、説明されていなければ出願時において先行技術としての
基準を満たすものでない「背景技術」部分の内容と同様に、本開示内容に対する先行技術
として、明示または黙示を問わず、認められない。
【０００４】
　図１を参照しつつ説明すると、ＨＤＤシステム１０はＨＤＤプリント配線基板（ＰＣＢ
）１４を備える。バッファ１８は、ＨＤＤシステム１０の制御に関連する、読出データ、
書込データおよび／または揮発性制御データを格納する。バッファ１８には通常、レイテ
ンシが低い揮発性メモリを用いる。例えば、シンクロナス・ダイナミック・ランダム・ア
クセス・メモリ（ＳＤＲＡＭ）またはその他の種類の低レイテンシメモリを利用するとし
てよい。不揮発性メモリ１９は、例えばフラッシュメモリであって、不揮発性制御コード
などの重要データを格納するべく設けられるとしてもよい。
【０００５】
　プロセッサ２２は、ＨＤＤ　ＰＣＢ１４に配設されており、ＨＤＤシステム１０の動作
に関連するデータ処理および／または制御処理を実行する。ハードディスク制御モジュー
ル（ＨＤＣ）２６は、入出力インターフェース２４と通信すると共に、スピンドル／ボイ
スコイルモータ（ＶＣＭ）ドライバまたはモジュール３０、および／または、読出／書込
チャネルモジュール３４と通信する。ＨＤＣ２６は、スピンドル／ＶＣＭドライバ３０、
読出／書込チャネルモジュール３４およびプロセッサ２２の制御と、インターフェース２
４を介したホスト３５との間でのデータ入出力とを統括する。
【０００６】
　書込動作においては、読出／書込チャネルモジュール３４は読出／書込デバイス５９に
書き込まれるデータを符号化する。読出／書込チャネルモジュール３４は、信頼性を高め
るべく書込信号を処理し、例えば、エラー訂正符号化（ＥＣＣ）、ランレングスリミテッ
ド符号化（ＲＬＬ）等を利用するとしてもよい。読出動作においては、読出／書込チャネ
ルモジュール３４は、読出／書込デバイス５９のアナログ読出信号出力をデジタル読出信
号へと変換する。そして変換後のデジタル読出信号を、公知の技術に基づいて検出および
復号化することによって、ＨＤＤに書き込まれたデータを取り出す。
【０００７】
　ハードディスクドライブアセンブリ（ＨＤＤＡ）５０は、磁場を格納する磁気コーティ
ングを含むハードドライブプラッタ５２を１以上有する。プラッタ５２は、参照番号５４
によって概略的に図示されているスピンドルモータによって回転させられる。スピンドル
モータ５４は通常、読出／書込動作において速度を制御しつつ、ハードドライブプラッタ
５２を回転させる。１以上の読出／書込アーム５８が、プラッタ５２と相対的に移動して
、ハードドライブプラッタ５２との間でデータの読み書きを行う。スピンドル／ＶＣＭド
ライバ３０は、プラッタ５２を回転させるスピンドルモータ５４を制御する。スピンドル
／ＶＣＭドライバ３０はまた、例えばボイスコイルアクチュエータ、ステッパモータまた
はそれ以外の任意の適切なアクチュエータを用いて読出／書込アーム５８を位置付けるた
めの制御信号を生成する。
【０００８】
　読出／書込デバイス５９は読出／書込アーム５８の末端付近に位置する。読出／書込デ
バイス５９は、磁場を生成するインダクタのような書込素子を有する。読出／書込デバイ
ス５９はまた、プラッタ５２上の磁場を感知する読出素子（例えば、磁場抵抗（ＭＲ）素
子）を有する。ＨＤＤＡ５０は、アナログの読出／書込信号を増幅するプリアンプ回路６
０を有する。データを読み出す場合、プリアンプ回路６０は読出素子からの低レベル信号
を増幅して、増幅した信号を読出／書込チャネルモジュール３４に出力する。データを書
き込む場合には、読出／書込デバイス５９の書込素子を流れる書込電流を生成する。書込
電流は、正または負の極性を有する磁場を生成するべく切り替えられる。正または負の極
性は、ハードドライブプラッタ５２によって格納されて、データを表す。
【０００９】
　図２を参照しつつ説明すると、デジタルバーサティルディスク（ＤＶＤ）システム１１
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０は、ＤＶＤ　ＰＣＢ１１４を備える。ＤＶＤ　ＰＣＢ１１４は、読出データ、書込デー
タおよび／またはＤＶＤシステム１１０の制御に関連する揮発性の制御コードを格納する
バッファ１１８を有する。バッファ１１８には、ＳＤＲＡＭまたはその他の種類の低レイ
テンシメモリといった揮発性メモリを用いるとしてもよい。不揮発性メモリ１１９は、例
えばフラッシュメモリで、ＤＶＤ書込フォーマットに関連するデータおよび／またはその
他の不揮発性制御コードのような重要データを格納するべく用いられるとしてもよい。
【００１０】
　プロセッサ１２２は、ＤＶＤ　ＰＣＢ１１４に配設されており、ＤＶＤシステム１１０
の動作に関連するデータ処理および／または制御処理を実行する。プロセッサ１２２はま
た、必要に応じて、コピー防止の復号化および／または圧縮／解凍を実行する。ＤＶＤ制
御モジュール１２６は、入出力インターフェース１２４と通信すると共に、スピンドル／
フィードモータ（ＦＭ）ドライバ１３０、および／または、読出／書込チャネルモジュー
ル１３４と通信する。ＤＶＤ制御モジュール１２６は、スピンドル／ＦＭドライバ１３０
、読出／書込チャネルモジュール１３４およびプロセッサ１２２の制御と、インターフェ
ース１２４を介したデータ入出力とを統括する。
【００１１】
　書込動作においては、読出／書込チャネルモジュール１３４は、光学読出／書込（ＯＲ
Ｗ）デバイスまたは光学リードオンリー（ＯＲ）デバイス１５９によってＤＶＤプラッタ
に書き込まれるデータを符号化する。読出／書込チャネルモジュール１３４は、信頼性を
高めるべく信号を処理し、例えば、ＥＣＣ、ＲＬＬ等を利用するとしてもよい。読出動作
においては、読出／書込チャネルモジュール１３４は、ＯＲＷデバイスまたはＯＲデバイ
ス１５９のアナログ出力をデジタル信号へと変換する。そして変換後の信号を、公知の技
術に基づいて検出および復号化することによって、ＤＶＤに書き込まれたデータを取り出
す。
【００１２】
　ＤＶＤアセンブリ（ＤＶＤＡ）１５０は、データを光学的に格納するＤＶＤプラッタ１
５２を有する。プラッタ１５２は、参照番号１５４として概略的に図示されているスピン
ドルモータによって回転させられる。スピンドルモータ１５４は、読出／書込動作におい
て速度を制御および／または変化させつつＤＶＤプラッタ１５２を回転させる。ＯＲＷデ
バイスまたはＯＲデバイス１５９は、ＤＶＤプラッタ１５２に対してデータの読み書きを
実行するべく、ＤＶＤプラッタ１５２と相対的に移動する。ＯＲＷデバイスまたはＯＲデ
バイス１５９は通常、レーザと光学センサとを含む。
【００１３】
　ＤＶＤ読出／書込システムおよびＤＶＤ読み出し専用システムにおいて、読出動作では
、ランドとピットとを含むＤＶＤのトラックに対してレーザが当てられる。光学センサは
ランドおよびピットが生じさせる反射を感知する。ＤＶＤ読出／書込（Ｒ／Ｗ）アプリケ
ーションによると、書込動作においてＤＶＤプラッタのダイ層を加熱するためにもレーザ
が利用され得る。ダイがある温度まで加熱されると、ダイは透明になり１つのバイナリデ
ジタル値を表す。ダイが別の温度まで加熱されると、ダイは不透明になり別のバイナリデ
ジタル値を表す。
【００１４】
　スピンドル／ＦＭドライバ１３０は、ＤＶＤプラッタ１５２を制御可能に回転させるス
ピンドルモータ１５４を制御する。スピンドル／ＦＭドライバ１３０はまた、例えばボイ
スコイルアクチュエータ、ステッパモータまたはそれ以外の任意の適切なアクチュエータ
を用いてフィードモータ１５８を位置付けるための制御信号を生成する。フィードモータ
１５８は通常、ＤＶＤプラッタ１５２と相対的にＯＲＷデバイスまたはＯＲデバイス１５
９を径方向に移動させる。レーザドライバ１６１は読出／書込チャネルモジュール１３４
の出力に基づいてレーザ駆動信号を生成する。ＤＶＤＡ１５０は、アナログの読出信号を
増幅するプリアンプ回路１６０を有する。データを読み出す場合、プリアンプ回路１６０
はＯＲＷデバイスまたはＯＲデバイスからの低レベル信号を増幅して、増幅した信号を読



(6) JP 5057590 B2 2012.10.24

10

20

30

40

50

出／書込チャネルモジュール１３４に出力する。
【００１５】
　ＤＶＤシステム１１０はさらに、ＭＰＥＧフォーマットのいずれか等のビデオを符号化
および／または復号化するコーデックモジュール１４０を備える。オーディオデジタルシ
グナルプロセッサおよび／またはモジュール１４２および／またはビデオデジタルシグナ
ルプロセッサおよび／またはモジュール１４４はそれぞれ、オーディオ信号および／また
はビデオ信号を処理する。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　回転式データストレージデバイス用の制御システムは、ドライブ用プリント配線基板（
ＰＣＢ）を備える。ドライブモジュールは、ドライブ用ＰＣＢに配設されており、データ
の処理、データの格納および回転式データストレージデバイスの動作の制御のうち少なく
とも１つを実行する。オーディオモニタモジュールは、ドライブモジュールと通信し、回
転式データストレージデバイスが動作中に発生させるノイズに応じて決まるオーディオ信
号を分析する。
【００１７】
　他の特徴によると、ドライブモジュールは、磁気ストレージ制御モジュールおよび光学
ストレージ制御モジュールのうち１つを有する。ドライブモジュールは、読出／書込チャ
ネルモジュールを有する。ドライブモジュールは、プロセッサを有する。ドライブモジュ
ールは、スピンドル／ボイスコイルモータドライブモジュールおよびスピンドル／フィー
ドモータモジュールのうち１つを有する。データストレージデバイスは、上記の制御シス
テムと、回転式データストレージデバイスとを備える。マイクロフォンは、オーディオ信
号を生成する。回転式データストレージデバイスは、第１の構成要素を有する。オーディ
オモニタモジュールは、オーディオ信号に基づいて、第１の構成要素の動作パラメータを
選択的に調整する。第１の構成要素は、回転式ストレージ媒体の回転および回転式ストレ
ージ媒体からのデータ読出しのうち１つを実行する。回転式データストレージデバイスは
、磁気ストレージデバイスおよび光学ストレージデバイスのうち１つを有する。オーディ
オモニタモジュールは、オーディオ信号に基づいて、第１の構成要素の故障を選択的に診
断する。
【００１８】
　他の特徴によると、オーディオモニタモジュールは、オーディオ信号に基づいて、第１
の構成要素の経年劣化を選択的に推定する。オーディオモニタモジュールは、オーディオ
信号に基づいて、第１の構成要素の今後の構成要素の故障を選択的に予測する。オーディ
オモニタモジュールは、オーディオ信号に基づいて、データストレージデバイスの製品品
質を選択的に推定する。オーディオモニタモジュールは、オーディオ信号と格納されてい
る故障プロファイルとを選択的に相関させて、第１の構成要素の故障を予測する。アナロ
グ／デジタルコンバータは、オーディオ信号をデジタルオーディオ信号に変換する。回転
式データストレージデバイスはハードディスクドライブを有し、ハードディスクドライブ
は、ハードディスクドライブアセンブリ（ＨＤＤＡ）と、ハードディスクドライブ用プリ
ント配線基板（ＨＤ　ＰＣＢ）とを含み、マイクロフォンは、ＨＤＤＡおよびＨＤ　ＰＣ
Ｂのうち一方に配設されている。ハードディスクドライブは、ハードディスクドライブモ
ジュールと、プロセッサと、スピンドル／ボイスコイルモータ（ＶＣＭ）ドライバモジュ
ールと、読出／書込チャネルモジュールとを含む。
【００１９】
　他の特徴によると、オーディオモニタモジュールは、システムオンチップにおいて、ハ
ードディスクドライブモジュール、プロセッサ、スピンドル／ＶＣＭドライバモジュール
、および読出／書込チャネルモジュールのうち少なくとも１つと集積化されている。回転
式データストレージデバイスは、デジタルバーサティルディスク（ＤＶＤ）を有し、ＤＶ
Ｄは、デジタルバーサティルディスクアセンブリ（ＤＶＤＡ）と、デジタルバーサティル
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ディスク用プリント配線基板（ＤＶＤ　ＰＣＢ）とを含み、マイクロフォンは、ＤＶＤＡ
およびＤＶＤ　ＰＣＢのうち一方に配設されている。デジタルバーサティルディスクは、
デジタルバーサティルディスク制御モジュールと、プロセッサと、スピンドル／フィード
モータ（ＦＭ）ドライバモジュールと、読出／書込チャネルモジュールとを含む。オーデ
ィオモニタモジュールは、システムオンチップにおいて、デジタルバーサティルディスク
制御モジュール、プロセッサ、スピンドル／ＦＭドライバモジュール、および読出／書込
チャネルモジュールのうち少なくとも１つと集積化されている。オーディオモニタモジュ
ールは、オーディオ信号に対してサブバンド分析を実施する。第１の構成要素は、スピン
ドルモータおよびボイスコイルモータ（ＶＣＭ）のうち少なくとも１つを含む。第１の構
成要素は、スピンドルモータおよびフィードモータのうち少なくとも１つを含む。
【００２０】
　他の特徴によると、柔軟性コネクタは、ＨＤＤＡおよびＨＤ　ＰＣＢの構成要素を接続
する。マイクロフォンはＨＤＤＡに配設される。オーディオモニタモジュールおよびマイ
クロフォンと通信する導体が、柔軟性コネクタに対応付けられている。柔軟性コネクタは
、ＤＶＤＡおよびＤＶＤ　ＰＣＢの構成要素を接続する。マイクロフォンはＤＶＤＡに配
設され、オーディオモニタモジュールおよびマイクロフォンと通信する導体が、柔軟性コ
ネクタに対応付けられている。ハードディスクドライブは、電力管理インターフェースモ
ジュールを含み、オーディオモニタモジュールは、システムオンチップにおいて、電力管
理インターフェースモジュールと集積化されている。デジタルバーサティルディスクは、
電力管理インターフェースモジュールを含み、オーディオモニタモジュールは、システム
オンチップにおいて、電力管理インターフェースモジュールと集積化されている。ドライ
ブモジュールは、集積回路において、オーディオモニタモジュールと集積化されている。
【００２１】
　回転式データストレージデバイスを動作させる方法であって、ドライブ用プリント配線
基板（ＰＣＢ）を提供することと、ドライブモジュールをドライブ用ＰＣＢに配設するこ
とと、ドライブモジュールを用いて、データの処理、データの格納および回転式データス
トレージデバイスの動作の制御のうち少なくとも１つを実行することと、回転式データス
トレージデバイスが動作中に発生させるノイズに応じて決まるオーディオ信号を分析する
こととを含む。
【００２２】
　他の特徴によると、ドライブモジュールは、磁気ストレージ制御モジュール、光学スト
レージ制御モジュール、読出／書込チャネルモジュール、プロセッサ、スピンドル／ボイ
スコイルモータドライブモジュールおよびスピンドル／フィードモータモジュールのうち
１つを有する。当該方法はさらに、入力動作パラメータに基づいて回転式データストレー
ジデバイスの第１の構成要素の動作を調整することと、オーディオ信号に基づいて第１の
構成要素の入力動作パラメータを選択的に調整することとを含む。回転式データストレー
ジデバイスは、磁気ストレージデバイスおよび光学ストレージデバイスのうち１つを有す
る。当該方法はさらに、オーディオモニタモジュールは、オーディオ信号に基づいて、第
１の構成要素の故障を選択的に診断することを含む。
【００２３】
　他の特徴によると、当該方法は、オーディオ信号に基づいて、第１の構成要素の経年劣
化を選択的に推定することを含む。当該方法はさらに、オーディオ信号に基づいて、第１
の構成要素の今後の構成要素の故障を選択的に予測することを含む。当該方法はさらに、
オーディオ信号に基づいて、データストレージデバイスの製品品質を選択的に推定するこ
とを含む。当該方法はさらに、オーディオ信号と格納されている故障プロファイルとを選
択的に相関させて、第１の構成要素の故障を予測することを含む。当該方法はさらに、オ
ーディオ信号に対してサブバンド分析を実施する。第１の構成要素は、スピンドルモータ
およびボイスコイルモータ（ＶＣＭ）のうち少なくとも１つを含む。第１の構成要素は、
スピンドルモータおよびフィードモータのうち少なくとも１つを含む。
【００２４】
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　回転式データストレージデバイス用の制御システムは、ドライブ用プリント配線基板（
ＰＣＢ）と、ドライブ用ＰＣＢに配設されているドライブ制御手段であって、データの処
理、データの格納および回転式データストレージデバイスの動作の制御のうち少なくとも
１つを実行するドライブ制御手段と、ドライブ制御手段と通信するオーディオモニタ手段
であって、回転式データストレージデバイスが動作中に発生させるノイズに応じて決まる
オーディオ信号を分析するオーディオモニタ手段とを備える。
【００２５】
　他の特徴によると、ドライブ制御手段は、磁気ストレージデバイスを制御する磁気スト
レージ制御手段および光学ストレージデバイスを制御する光学ストレージ制御手段のうち
１つを有する。ドライブ制御手段は、読出／書込データを処理する読出／書込チャネル手
段を有する。ドライブ制御手段は、データを処理する処理手段を有する。ドライブ制御手
段は、スピンドル／ボイスコイルモータを駆動するスピンドル／ボイスコイルモータドラ
イブ手段およびスピンドル／フィードモータを駆動するスピンドル／フィードモータドラ
イブ手段のうち１つを有する。データストレージデバイスは、上記の制御システムと、回
転式データストレージデバイスとを備える。オーディオ手段は、オーディオ信号を生成す
る。回転式データストレージデバイスは、第１の構成要素を有し、オーディオモニタ手段
は、オーディオ信号に基づいて、第１の構成要素の動作パラメータを選択的に調整する。
第１の構成要素は、回転式ストレージ媒体の回転および回転式ストレージ媒体からのデー
タ読出しのうち１つを実行する。回転式データストレージデバイスは、磁気ストレージデ
バイスおよび光学ストレージデバイスのうち１つを有する。オーディオモニタ手段は、オ
ーディオ信号に基づいて、第１の構成要素の故障を選択的に診断する。オーディオモニタ
手段は、オーディオ信号に基づいて、第１の構成要素の経年劣化を選択的に推定する。オ
ーディオモニタ手段は、オーディオ信号に基づいて、第１の構成要素の今後の構成要素の
故障を選択的に予測する。オーディオモニタ手段は、オーディオ信号に基づいて、データ
ストレージデバイスの製品品質を選択的に推定する。オーディオモニタ手段は、オーディ
オ信号と格納されている故障プロファイルとを選択的に相関させて、第１の構成要素の故
障を予測する。アナログ／デジタル変換手段は、オーディオ信号をデジタルオーディオ信
号に変換する。
【００２６】
　他の特徴によると、回転式データストレージデバイスはハードディスクドライブを有し
、ハードディスクドライブは、ハードディスクドライブアセンブリ（ＨＤＤＡ）と、ハー
ドディスクドライブ用プリント配線基板（ＨＤ　ＰＣＢ）とを含み、オーディオ手段は、
ＨＤＤＡおよびＨＤ　ＰＣＢのうち一方に配設されている。ハードディスクドライブは、
制御を行うハードディスクドライブ制御手段と、処理を行う処理手段と、駆動を行うスピ
ンドル／ボイスコイルモータ（ＶＣＭ）ドライバ手段と、読出／書込データを処理する読
出／書込チャネル手段とを含む。
【００２７】
　他の特徴によると、オーディオモニタ手段は、システムオンチップにおいて、ハードデ
ィスクドライブ制御手段、処理手段、スピンドル／ＶＣＭドライバ手段、および読出／書
込チャネル手段のうち少なくとも１つと集積化されている。回転式データストレージデバ
イスは、デジタルバーサティルディスク（ＤＶＤ）を有し、ＤＶＤは、デジタルバーサテ
ィルディスクアセンブリ（ＤＶＤＡ）と、デジタルバーサティルディスク用プリント配線
基板（ＤＶＤ　ＰＣＢ）とを含み、オーディオ手段は、ＤＶＤＡおよびＤＶＤ　ＰＣＢの
うち一方に配設されている。デジタルバーサティルディスクは、制御を行うデジタルバー
サティルディスク制御手段と、処理を行う処理手段と、駆動を行うスピンドル／フィード
モータ（ＦＭ）ドライバ手段と、読出／書込データを処理する読出／書込チャネル手段と
を含む。
【００２８】
　他の特徴によると、オーディオモニタ手段は、システムオンチップにおいて、デジタル
バーサティルディスク制御手段、処理手段、スピンドル／ＦＭドライバ手段、および読出
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／書込チャネル手段のうち少なくとも１つと集積化されている。オーディオモニタ手段は
、オーディオ信号に対してサブバンド分析を実施する。第１の構成要素は、スピンドルモ
ータおよびボイスコイルモータ（ＶＣＭ）のうち少なくとも１つを含む。第１の構成要素
は、スピンドルモータおよびフィードモータのうち少なくとも１つを含む。柔軟性接続手
段は、ＨＤＤＡおよびＨＤ　ＰＣＢの構成要素を接続し、オーディオ手段はＨＤＤＡに配
設され、オーディオモニタ手段およびオーディオ手段と通信する伝導手段が、柔軟性接続
手段に対応付けられている。柔軟性接続手段は、ＤＶＤＡおよびＤＶＤ　ＰＣＢの構成要
素を接続し、オーディオ手段はＤＶＤＡに配設され、オーディオモニタ手段およびオーデ
ィオ手段と通信する伝導手段が、柔軟性接続手段に対応付けられている。ハードディスク
ドライブは、電力インターフェースを提供する電力管理インターフェース手段を含み、オ
ーディオモニタ手段は、システムオンチップにおいて、電力管理インターフェース手段と
集積化されている。デジタルバーサティルディスクは、電力インターフェースを提供する
電力管理インターフェース手段を含み、オーディオモニタ手段は、システムオンチップに
おいて、電力管理インターフェース手段と集積化されている。ドライブ制御手段は、集積
回路において、オーディオモニタ手段と集積化されている。
【００２９】
　回転式データストレージデバイスを制御する集積回路は、集積回路によって実装されて
いるドライブモジュールであって、データの処理、データの格納および回転式データスト
レージデバイスの動作の制御のうち少なくとも１つを実行するドライブモジュールと、集
積回路によって実装されているオーディオモニタモジュールであって、ドライブモジュー
ルと通信し、回転式データストレージデバイスが動作中に発生させるノイズに応じて決ま
るオーディオ信号を分析するオーディオモニタモジュールとを備える。
【００３０】
　ドライブモジュールは、磁気ストレージ制御モジュールおよび光学ストレージ制御モジ
ュールのうち１つを有する。ドライブモジュールは、読出／書込チャネルモジュールを有
する。ドライブモジュールは、プロセッサを有する。ドライブモジュールは、スピンドル
／ボイスコイルモータドライブモジュールおよびスピンドル／フィードモータモジュール
のうち１つを有する。データストレージデバイスは、上記のＩＣと、回転式データストレ
ージデバイスとを備える。マイクロフォンは、オーディオ信号を生成する。回転式データ
ストレージデバイスは、第１の構成要素を有し、オーディオモニタモジュールは、オーデ
ィオ信号に基づいて、第１の構成要素の動作パラメータを選択的に調整する。第１の構成
要素は、回転式ストレージ媒体の回転および回転式ストレージ媒体からのデータ読出しの
うち１つを実行する。回転式データストレージデバイスは、磁気ストレージデバイスおよ
び光学ストレージデバイスのうち１つを有する。オーディオモニタモジュールは、オーデ
ィオ信号に基づいて、第１の構成要素の故障を選択的に診断する。オーディオモニタモジ
ュールは、オーディオ信号に基づいて、第１の構成要素の経年劣化を選択的に推定する。
オーディオモニタモジュールは、オーディオ信号に基づいて、第１の構成要素の今後の構
成要素の故障を選択的に予測する。オーディオモニタモジュールは、オーディオ信号に基
づいて、データストレージデバイスの製品品質を選択的に推定する
。オーディオモニタモジュールは、オーディオ信号と格納されている故障プロファイルと
を選択的に相関させて、第１の構成要素の故障を予測する。アナログ／デジタルコンバー
タは、オーディオ信号をデジタルオーディオ信号に変換する。回転式データストレージデ
バイスはハードディスクドライブを有し、ハードディスクドライブは、ハードディスクド
ライブアセンブリ（ＨＤＤＡ）と、ハードディスクドライブ用プリント配線基板（ＨＤ　
ＰＣＢ）とを含み、マイクロフォンは、ＨＤＤＡおよびＨＤ　ＰＣＢのうち一方に配設さ
れている。ハードディスクドライブは、ハードディスクドライブ制御モジュールと、プロ
セッサと、スピンドル／ボイスコイルモータ（ＶＣＭ）ドライバモジュールと、読出／書
込チャネルモジュールとを含む。
【００３１】
　他の特徴によると、オーディオモニタモジュールは、システムオンチップにおいて、ハ
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ードディスクドライブ制御モジュール、プロセッサ、スピンドル／ＶＣＭドライバモジュ
ール、および読出／書込チャネルモジュールのうち少なくとも１つと集積化されている。
回転式データストレージデバイスは、デジタルバーサティルディスク（ＤＶＤ）を有し、
ＤＶＤは、デジタルバーサティルディスクアセンブリ（ＤＶＤＡ）と、デジタルバーサテ
ィルディスク用プリント配線基板（ＤＶＤ　ＰＣＢ）とを含み、マイクロフォンは、ＤＶ
ＤＡおよびＤＶＤ　ＰＣＢのうち一方に配設されている。デジタルバーサティルディスク
は、デジタルバーサティルディスク制御モジュールと、プロセッサと、スピンドル／フィ
ードモータ（ＦＭ）ドライバモジュールと、読出／書込チャネルモジュールとを含む。オ
ーディオモニタモジュールは、システムオンチップにおいて、デジタルバーサティルディ
スク制御モジュール、プロセッサ、スピンドル／ＦＭドライバモジュール、および読出／
書込チャネルモジュールのうち少なくとも１つと集積化されている。オーディオモニタモ
ジュールは、オーディオ信号に対してサブバンド分析を実施する。第１の構成要素は、ス
ピンドルモータおよびボイスコイルモータ（ＶＣＭ）のうち少なくとも１つを含む。第１
の構成要素は、スピンドルモータおよびフィードモータのうち少なくとも１つを含む。Ｈ
ＤＤＡおよびＨＤ　ＰＣＢの構成要素を接続する柔軟性コネクタをさらに備え、マイクロ
フォンはＨＤＤＡに配設され、オーディオモニタモジュールおよびマイクロフォンと通信
する導体が、柔軟性コネクタに対応付けられている。ＤＶＤＡおよびＤＶＤ　ＰＣＢの構
成要素を接続する柔軟性コネクタをさらに備え、マイクロフォンはＤＶＤＡに配設され、
オーディオモニタモジュールおよびマイクロフォンと通信する導体が、柔軟性コネクタに
対応付けられている。
【００３２】
　他の特徴によると、ハードディスクドライブは、電力管理インターフェースモジュール
を含み、オーディオモニタモジュールは、システムオンチップにおいて、電力管理インタ
ーフェースモジュールと集積化されている。デジタルバーサティルディスクは、電力管理
インターフェースモジュールを含み、オーディオモニタモジュールは、システムオンチッ
プにおいて、電力管理インターフェースモジュールと集積化されている。ドライブモジュ
ールは、集積回路において、オーディオモニタモジュールと集積化されている。
【００３３】
　回転式データストレージデバイスを制御する方法であって、集積回路によって回転式デ
ータストレージデバイスのドライブモジュールを実装することと、ドライブモジュールを
用いてデータの処理、データの格納および回転式データストレージデバイスの動作の制御
のうち少なくとも１つを実行することと、集積回路によって実装されており、ドライブモ
ジュールと通信して、回転式データストレージデバイスが動作中に発生させるノイズに応
じて決まるオーディオ信号を分析するオーディオモニタモジュールを利用することとを含
む。
【００３４】
　他の特徴によると、ドライブモジュールは、磁気ストレージ制御モジュールおよび光学
ストレージ制御モジュールのうち１つを有する。ドライブモジュールは、読出／書込チャ
ネルモジュールを有する。ドライブモジュールは、プロセッサを有する。ドライブモジュ
ールは、スピンドル／ボイスコイルモータドライブモジュールおよびスピンドル／フィー
ドモータモジュールのうち１つを有する。当該方法は、オーディオ信号を生成するマイク
ロフォンを利用することを含む。回転式データストレージデバイスは、第１の構成要素を
有する。当該方法はさらに、オーディオ信号に基づいて、第１の構成要素の動作パラメー
タを選択的に調整することを含む。第１の構成要素は、回転式ストレージ媒体の回転およ
び回転式ストレージ媒体からのデータ読出しのうち１つを実行する。回転式データストレ
ージデバイスは、磁気ストレージデバイスおよび光学ストレージデバイスのうち１つを有
する。
【００３５】
　他の特徴によると、当該方法は、オーディオ信号に基づいて、第１の構成要素の故障を
選択的に診断することを含む。当該方法は、オーディオ信号に基づいて、第１の構成要素
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の経年劣化を選択的に推定することを含む。当該方法は、オーディオ信号に基づいて、第
１の構成要素の今後の構成要素の故障を選択的に予測することを含む。当該方法は、オー
ディオ信号に基づいて、回転式データストレージデバイスの製品品質を選択的に推定する
ことを含む。当該方法は、オーディオ信号と格納されている故障プロファイルとを選択的
に相関させて、第１の構成要素の故障を予測することを含む。当該方法は、オーディオ信
号に対してサブバンド分析を実施することを含む。
【００３６】
　回転式データストレージデバイスを制御する集積回路は、集積回路によって実装されて
いるドライブ手段であって、データの処理、データの格納および回転式データストレージ
デバイスの動作の制御のうち少なくとも１つを実行するドライブ手段と、集積回路によっ
て実装されているオーディオモニタ手段であって、ドライブ手段と通信し、回転式データ
ストレージデバイスが動作中に発生させるノイズに応じて決まるオーディオ信号を分析す
るオーディオモニタ手段とを備える。
【００３７】
　他の特徴によると、ドライブ制御手段は、磁気ストレージデバイスを制御する磁気スト
レージ制御手段および光学ストレージデバイスを制御する光学ストレージ制御手段のうち
１つを有する。ドライブ手段は、読出／書込データを処理する読出／書込チャネル手段を
有する。ドライブ制御手段は、データを処理する処理手段を有する。ドライブ制御手段は
、スピンドル／ボイスコイルモータを駆動するスピンドル／ボイスコイルモータドライブ
手段およびスピンドル／フィードモータを駆動するスピンドル／フィードモータドライブ
手段のうち１つを有する。データストレージデバイスは、上記の集積回路と、回転式デー
タストレージデバイスとを備える。オーディオ手段は、オーディオ信号を生成する。回転
式データストレージデバイスは、第１の構成要素を有し、オーディオモニタ手段は、オー
ディオ信号に基づいて、第１の構成要素の動作パラメータを選択的に調整する。第１の構
成要素は、回転式ストレージ媒体の回転および回転式ストレージ媒体からのデータ読出し
のうち１つを実行する。回転式データストレージデバイスは、磁気ストレージデバイスお
よび光学ストレージデバイスのうち１つを有する。オーディオモニタ手段は、オーディオ
信号に基づいて、第１の構成要素の故障を選択的に診断する。オーディオモニタ手段は、
オーディオ信号に基づいて、第１の構成要素の経年劣化を選択的に推定する。オーディオ
モニタ手段は、オーディオ信号に基づいて、第１の構成要素の今後の構成要素の故障を選
択的に予測する。オーディオモニタ手段は、オーディオ信号に基づいて、データストレー
ジデバイスの製品品質を選択的に推定する。オーディオモニタ手段は、オーディオ信号と
格納されている故障プロファイルとを選択的に相関させて、第１の構成要素の故障を予測
する。
【００３８】
　他の特徴によると、アナログ／デジタルコンバータは、オーディオ信号をデジタルオー
ディオ信号に変換する。回転式データストレージデバイスはハードディスクドライブを有
し、ハードディスクドライブは、ハードディスクドライブアセンブリ（ＨＤＤＡ）と、ハ
ードディスクドライブ用プリント配線基板（ＨＤ　ＰＣＢ）とを含み、マイクロフォンは
、ＨＤＤＡおよびＨＤ　ＰＣＢのうち一方に配設されている。ハードディスクドライブは
、制御を行うハードディスクドライブ制御手段と、処理を行う処理手段と、駆動を行うス
ピンドル／ボイスコイルモータ（ＶＣＭ）ドライバ手段と、読出／書込データを処理する
読出／書込チャネル手段とを含む。
【００３９】
　他の特徴によると、オーディオモニタ手段は、システムオンチップにおいて、ハードデ
ィスクドライブ制御手段、処理手段、スピンドル／ＶＣＭドライバ手段、および読出／書
込チャネル手段のうち少なくとも１つと集積化されている。回転式データストレージデバ
イスは、デジタルバーサティルディスク（ＤＶＤ）を有し、ＤＶＤは、デジタルバーサテ
ィルディスクアセンブリ（ＤＶＤＡ）と、デジタルバーサティルディスク用プリント配線
基板（ＤＶＤ　ＰＣＢ）とを含み、マイクロフォンは、ＤＶＤＡおよびＤＶＤ　ＰＣＢの
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うち一方に配設されている。デジタルバーサティルディスクは、制御を行うデジタルバー
サティルディスク制御手段と、処理を行う処理手段と、駆動を行うスピンドル／フィード
モータ（ＦＭ）ドライバ手段と、読出／書込データを処理する読出／書込チャネル手段と
を含む。
【００４０】
　他の特徴によると、オーディオモニタ手段は、システムオンチップにおいて、デジタル
バーサティルディスク制御手段、処理手段、スピンドル／ＦＭドライバ手段、および読出
／書込チャネル手段のうち少なくとも１つと集積化されている。オーディオモニタ手段は
、オーディオ信号に対してサブバンド分析を実施する。第１の構成要素は、スピンドルモ
ータおよびボイスコイルモータ（ＶＣＭ）のうち少なくとも１つを含む。第１の構成要素
は、スピンドルモータおよびフィードモータのうち少なくとも１つを含む。柔軟性接続手
段は、ＨＤＤＡおよびＨＤ　ＰＣＢの構成要素を接続し、オーディオ手段はＨＤＤＡに配
設され、オーディオモニタ手段およびオーディオ手段と通信する伝導手段が、柔軟性接続
手段に対応付けられている。柔軟性接続手段は、ＤＶＤＡおよびＤＶＤ　ＰＣＢの構成要
素を接続し、オーディオ手段はＤＶＤＡに配設され、オーディオモニタ手段およびオーデ
ィオ手段と通信する伝導手段が、柔軟性接続手段に対応付けられている。ハードディスク
ドライブは、電力インターフェースを提供する電力管理インターフェース手段を含み、オ
ーディオモニタ手段は、システムオンチップにおいて、電力管理インターフェース手段と
集積化されている。デジタルバーサティルディスクは、電力インターフェースを提供する
電力管理インターフェース手段を含み、オーディオモニタ手段は、システムオンチップに
おいて、電力管理インターフェース手段と集積化されている。ドライブ制御手段は、集積
回路において、オーディオモニタ手段と集積化されている。
【００４１】
　コンピュータシステムは、データ処理を実行するプロセッサと、プロセッサを冷却する
ファンと、ファンが動作中に生じさせるノイズに応じて決まるオーディオ信号を分析する
オーディオモニタモジュールとを備える。
【００４２】
　他の特徴によると、オーディオモニタモジュールは、集積回路において、プロセッサに
集積化されている。マイクロフォンは、オーディオモニタモジュールと通信し、オーディ
オ信号を生成する。ヒートシンクは、プロセッサおよびファンとの間で熱を伝導する。オ
ーディオモニタモジュールは、オーディオ信号に基づいて、ファンの動作パラメータを選
択的に調整する。オーディオモニタモジュールは、オーディオ信号に基づいて、ファンの
故障を選択的に診断する。オーディオモニタモジュールは、オーディオ信号に基づいて、
ファンの経年劣化を選択的に推定する。オーディオモニタモジュールは、オーディオ信号
に基づいて、ファンの今後の故障を選択的に予測する。オーディオモニタモジュールは、
オーディオ信号に基づいて、ファンの製品品質を選択的に推定する。オーディオモニタモ
ジュールは、オーディオ信号と格納されている故障プロファイルとを選択的に相関させて
、ファンの故障を予測する。マザーボードがシャーシに配設されており、ファンはシャー
シに配設される。プロセッサは、グラフィックスプロセッサを含む。マイクロフォンは、
マザーボートおよびシャーシのうち少なくとも１つに配設されている。
【００４３】
　コンピュータシステムは、データ処理を実行する処理手段と、処理手段を冷却するファ
ン手段と、ファン手段が動作中に生じさせるノイズに応じて決まるオーディオ信号を分析
するオーディオモニタ手段とを備える。
【００４４】
　他の特徴によると、オーディオモニタ手段は、集積回路において、処理手段に集積化さ
れている。オーディオ入力手段は、オーディオモニタ手段と通信し、オーディオ信号を生
成する。ヒートシンク手段は、処理手段からファン手段へと熱を伝導する。オーディオモ
ニタ手段は、オーディオ信号に基づいて、ファン手段の動作パラメータを選択的に調整す
る。オーディオモニタ手段は、オーディオ信号に基づいて、ファン手段の故障を選択的に
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診断する。オーディオモニタ手段は、オーディオ信号に基づいて、ファン手段の経年劣化
を選択的に推定する。オーディオモニタ手段は、オーディオ信号に基づいて、ファン手段
の今後の故障を選択的に予測する。オーディオモニタ手段は、オーディオ信号に基づいて
、ファン手段の製品品質を選択的に推定する。オーディオモニタ手段は、オーディオ信号
と格納されている故障プロファイルとを選択的に相関させて、ファン手段の故障を予測す
る。マザーボードがシャーシに配設されている。ファン手段はシャーシに配設される。処
理手段は、グラフィックスを処理するグラフィックス処理手段を含む。オーディオ入力手
段は、マザーボートおよびシャーシのうち少なくとも１つに配設されている。
【００４５】
　コンピュータシステムを動作させる方法は、データ処理を実行するコンピュータシステ
ム用のプロセッサを提供することと、ファンを用いてプロセッサを冷却することと、ファ
ンが動作中に生じさせるノイズに応じて決まるオーディオ信号を分析することとを含む。
【００４６】
　他の特徴によると、当該方法は、集積回路においてオーディオモニタモジュールをプロ
セッサと集積化することを含む。当該方法は、オーディオモニタモジュールと通信し、オ
ーディオ信号を生成するマイクロフォンを用いることを含む。当該方法は、プロセッサか
らファンへと熱を移動させるヒートシンクを提供することを含む。当該方法は、オーディ
オ信に基づいて、ファンの動作パラメータを選択的に調整することを含む。当該方法は、
オーディオ信号に基づいて、ファンの故障を選択的に診断することを含む。当該方法は、
オーディオ信号に基づいて、ファンの経年劣化を選択的に推定することを含む。当該方法
は、オーディオ信号に基づいて、ファンの今後の故障を選択的に予測することを含む。当
該方法は、オーディオ信号に基づいて、ファンの製品品質を選択的に推定することを含む
。当該方法は、オーディオ信号と格納されている故障プロファイルとを選択的に相関させ
て、ファンの故障を予測することを含む。
【００４７】
　他の特徴によると、当該方法は、シャーシと、シャーシに配設されているマザーボード
とを提供することと、ファンをシャーシに配設することとを含む。プロセッサは、グラフ
ィックスプロセッサを含む。当該方法は、シャーシと、シャーシに配設されているマザー
ボードとを提供することと、シャーシおよびマザーボードのうち少なくとも１つにマイク
ロフォンを配設することとを含む。
【００４８】
　さらに他の特徴によると、上記のシステムおよび方法は、１以上のプロセッサによって
実行されるコンピュータプログラムによって実装される。当該コンピュータプログラムは
、これらに限定されないが、メモリ、不揮発性データストレージ、および／またはその他
の適切な有形格納媒体等のコンピュータ読み出し可能媒体に格納され得る。
【００４９】
　デバイスは、集積回路を備える。ファンは、集積回路を冷却する。オーディオモニタモ
ジュールは、ファンが動作中に生じさせるノイズに応じて決まるオーディオ信号を分析す
る。
【００５０】
　他の特徴によると、オーディオモニタモジュールは、集積回路によって実装されており
、集積回路に集積化されている。マイクロフォンは、オーディオモニタモジュールと通信
し、オーディオ信号を生成する。ヒートシンクは、集積回路およびファンとの間で熱を伝
導する。オーディオモニタモジュールは、オーディオ信号に基づいて、ファンの動作パラ
メータを選択的に調整する。オーディオモニタモジュールは、オーディオ信号に基づいて
、ファンの故障を選択的に診断する。オーディオモニタモジュールは、オーディオ信号に
基づいて、ファンの経年劣化を選択的に推定する。オーディオモニタモジュールは、オー
ディオ信号に基づいて、ファンの今後の故障を選択的に予測する。オーディオモニタモジ
ュールは、オーディオ信号に基づいて、ファンの製品品質を選択的に推定する。オーディ
オモニタモジュールは、オーディオ信号と格納されている故障プロファイルとを選択的に
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相関させて、ファンの故障を予測する。
【００５１】
　他の特徴によると、当該デバイスはシャーシを備える。プリント配線基板およびマザー
ボードのうち少なくとも１つが、シャーシに配設されている。ファンはシャーシに配設さ
れており、集積回路は、プリント配線基板およびマザーボードのうち少なくとも１つに配
設されている。集積回路は、中央演算処理装置（ＣＰＵ）、グラフィックスプロセッシン
グユニット（ＧＰＵ）、および特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）のうち１つを有する。
当該デバイスはシャーシを備える。プリント配線基板およびマザーボードのうち少なくと
も１つが、シャーシに配設されている。マイクロフォンは、シャーシ、ならびに、プリン
ト配線基板およびマザーボードのうち少なくとも１つのうち少なくとも１つに配設されて
いる。
【００５２】
　他の特徴によると、オーディオモニタモジュールは、オーディオ信号に基づいて、指標
信号を選択的に生成する。回転式データストレージデバイスは、第１の構成要素を含み、
オーディオモニタモジュールは、第１の構成要素の共振を検出すると、第１の構成要素の
回転速度を選択的に調整する。オーディオモニタモジュールは、所定値または回転速度の
所定パーセントのうち一方だけ、回転速度を調整する。
【００５３】
　デバイスは、集積回路を備える。ファン手段は、集積回路を冷却する。オーディオモニ
タ手段は、ファン手段が動作中に生じさせるノイズに応じて決まるオーディオ信号を分析
する。
【００５４】
　他の特徴によると、オーディオモニタ手段は、集積回路によって実装されており、集積
回路に集積化されている。オーディオ入力手段は、オーディオモニタ手段と通信し、オー
ディオ信号を生成する。ヒートシンク手段は、集積回路からファン手段へと熱を伝導する
。オーディオモニタ手段は、オーディオ信号に基づいて、ファン手段の動作パラメータを
選択的に調整する。オーディオモニタ手段は、オーディオ信号に基づいて、ファン手段の
故障を選択的に診断する。オーディオモニタ手段は、オーディオ信号に基づいて、ファン
手段の経年劣化を選択的に推定する。オーディオモニタ手段は、オーディオ信号に基づい
て、ファン手段の今後の故障を選択的に予測する。オーディオモニタ手段は、オーディオ
信号に基づいて、ファン手段の製品品質を選択的に推定する。オーディオモニタ手段は、
オーディオ信号と格納されている故障プロファイルとを選択的に相関させて、ファン手段
の故障を予測する。
【００５５】
　他の特徴によると、当該デバイスはシャーシを備える。プリント配線基板およびマザー
ボードのうち少なくとも１つが、シャーシに配設されている。ファン手段はシャーシに配
設されており、集積回路は、プリント配線基板およびマザーボードのうち少なくとも１つ
に配設されている。集積回路は、中央演算処理装置（ＣＰＵ）、グラフィックスプロセッ
シングユニット（ＧＰＵ）、および特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）のうち１つを有す
る。
【００５６】
　他の特徴によると、当該デバイスはシャーシと、プリント配線基板およびマザーボード
のうち少なくとも１つとを備える。オーディオ入力手段は、シャーシ、ならびに、プリン
ト配線基板およびマザーボードのうち少なくとも１つのうち少なくとも１つに配設されて
いる。
【００５７】
　デバイスを動作させる方法は、集積回路を提供することと、ファンを用いて集積回路を
冷却することと、ファンが動作中に生じさせるノイズに応じて決まるオーディオ信号を分
析することとを含む。
【００５８】
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　他の特徴によると、当該方法は、オーディオモニタモジュールを集積回路と集積化する
ことを含む。当該方法は、オーディオモニタモジュールと通信し、オーディオ信号を生成
するマイクロフォンを用いることを含む。当該方法は、集積回路からファンへと熱を移動
させるヒートシンクを提供することを含む。当該方法は、オーディオ信に基づいて、ファ
ンの動作パラメータを選択的に調整することを含む。当該方法は、オーディオ信号に基づ
いて、ファンの故障を選択的に診断することを含む。当該方法は、オーディオ信号に基づ
いて、ファンの経年劣化を選択的に推定することを含む。当該方法は、オーディオ信号に
基づいて、ファンの今後の故障を選択的に予測することを含む。当該方法は、オーディオ
信号に基づいて、ファンの製品品質を選択的に推定することを含む。当該方法は、オーデ
ィオ信号と格納されている故障プロファイルとを選択的に相関させて、ファンの故障を予
測することを含む。
【００５９】
　他の特徴によると、当該方法は、シャーシと、シャーシに配設されているプリント配線
基板およびマザーボードのうち少なくとも１つとを提供することと、ファンをシャーシに
配設することとを含む。集積回路は、中央演算処理装置（ＣＰＵ）、グラフィックス集積
回路、および特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）のうち１つを有する。当該方法は、シャ
ーシと、シャーシに配設されているプリント配線基板およびマザーボードのうち少なくと
も１つとを提供することと、シャーシ、ならびに、プリント配線基板およびマザーボード
のうち少なくとも１つのうち少なくとも１つにマイクロフォンを配設することとを含む。
【００６０】
　本開示は上記以外の分野でも応用することができ、それらの利用可能分野は以下の詳細
な説明から明らかになる。詳細な説明および具体例は、本開示の好ましい実施形態を示す
ものであるが、例示を目的としたものに過ぎず本開示の範囲を限定するものではないと理
解されたい。
【図面の簡単な説明】
【００６１】
　詳細な説明と添付図面に基づいて本開示を十分に分かりやすく説明する。添付図面は以
下の通りである。
【００６２】
【図１】先行技術に係るＨＤＤシステムを示す機能ブロック図である。
【００６３】
【図２】先行技術に係るＤＶＤシステムを示す機能ブロック図である。
【００６４】
【図３Ａ】本開示に係る、オーディオモニタモジュールとマイクロフォンとを備えるＨＤ
Ｄシステムの第１の例を示す機能ブロック図である。
【００６５】
【図３Ｂ】本開示に係る、オーディオモニタモジュールとマイクロフォンとを備えるＤＶ
Ｄシステムの第１の例を示す機能ブロック図である。
【００６６】
【図４Ａ】本開示に係る、オーディオモニタモジュールとマイクロフォンとを備えるＨＤ
Ｄシステムの第２の例を示す機能ブロック図である。
【００６７】
【図４Ｂ】本開示に係る、オーディオモニタモジュールとマイクロフォンとを備えるＤＶ
Ｄシステムの第２の例を示す機能ブロック図である。
【００６８】
【図５Ａ】本開示に係る、オーディオモニタモジュールとマイクロフォンとを備えるＨＤ
Ｄシステムの第３の例を示す機能ブロック図である。
【００６９】
【図５Ｂ】本開示に係る、オーディオモニタモジュールとマイクロフォンとを備えるＤＶ
Ｄシステムの第３の例を示す機能ブロック図である。
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【００７０】
【図６Ａ】本開示に係る、オーディオモニタモジュールとマイクロフォンとを備えるＨＤ
Ｄシステムの第４の例を示す機能ブロック図である。
【００７１】
【図６Ｂ】本開示に係る、オーディオモニタモジュールとマイクロフォンとを備えるＤＶ
Ｄシステムの第４の例を示す機能ブロック図である。
【００７２】
【図７Ａ】本開示に係る、オーディオモニタモジュールとマイクロフォンとを備えるＨＤ
Ｄシステムの第５の例を示す機能ブロック図である。
【００７３】
【図７Ｂ】本開示に係る、オーディオモニタモジュールとマイクロフォンとを備えるＤＶ
Ｄシステムの第５の例を示す機能ブロック図である。
【００７４】
【図８】本開示に係るオーディオモニタモジュールの例を示す機能ブロック図である。
【００７５】
【図９】オーディオモニタに基づいてＨＤＤシステムまたはＤＶＤシステムの動作パラメ
ータを調整する方法を示すフローチャートである。
【００７６】
【図１０】オーディオモニタに基づいてＨＤＤシステムまたはＤＶＤシステムの製品品質
を決定する方法を示すフローチャートである。
【００７７】
【図１１】オーディオモニタに基づいてＨＤＤシステムまたはＤＶＤシステムの経年劣化
を推定する方法を示すフローチャートである。
【００７８】
【図１２】オーディオモニタに基づいてＨＤＤシステムまたはＤＶＤシステムの今後の故
障を推定する方法を示すフローチャートである。
【００７９】
【図１３】中央演算処理装置（ＣＰＵ）、グラフィックス・プロセッシング・ユニット、
または特定用途向け集積回路等の集積回路と、ファンとを備えるデバイスを示す機能ブロ
ック図である。
【発明を実施するための形態】
【００８０】
　以下の説明は、本質的に例示に過ぎず、本開示、その用途または利用を限定するもので
は決してない。本開示を明確に説明するべく、類似の構成要素を図中で指定する際には複
数の図面にわたって同一の参照番号を使用する。本明細書で使用する場合、モジュール、
回路および／またはデバイスという用語は、１以上のソフトウェアまたはファームウェア
プログラムを実行する特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、電子回路、プロセッサ（共有
、専用または群）およびメモリ、組み合わせ論理回路、および／または本明細書で記載す
る機能を提供する上記以外に適切な構成要素を指すものとする。本明細書で言及される場
合、「Ａ、ＢおよびＣのうち少なくとも１つ」という表現は、論理演算（ＡまたはＢまた
はＣ）、非排他的論理和を意味すると解釈されたい。尚、方法が含むステップは、本開示
の原則を変更することなく、別の順序に従って実行され得る。
【００８１】
　マイクロフォンは、ハードディスクアセンブリ（ＨＤＤＡ）および／またはＤＶＤアセ
ンブリ（ＤＶＤＡ）の構成要素によって生じるノイズをモニタする。ＨＤＤＡおよび／ま
たはＤＶＤＡは本来機械的構造を有するので、モータ、サーボの移動、気流の乱れ、断続
的なヘッドの衝突、接続が緩んだ構成要素、および／または、さまざまな機械的共振によ
って発生するノイズが、後述するように、オーディオモニタモジュールによって検出され
得る。構成要素の共振モードが検出されると、オーディオモニタモジュールは所定の量ま
たはパーセントだけ、当該構成要素の速度を増減させるとしてもよい。所定の量とは、固
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定値、現在の速度の固定パーセント、可変値または可変パーセント、累進値および／また
はその他の適切な値を含み得る。
【００８２】
　例えば、オーディオモニタモジュールはサブバンド分析を利用し得る。ＨＤＤシステム
およびＤＶＤシステムの動作は、信号レベル、周波数およびノイズパターンと共に時間の
関数としてモニタ対象パラメータの変化をモニタすることによって、改善され得る。当該
システムは、ＨＤＤ動作パラメータまたはＤＶＤ動作パラメータを自動的に調整して、音
響ノイズを低減するとしてもよい。このようにすることによって、ユーザが感じる不快感
を和らげるとしてもよい。ＨＤＤＡまたはＤＶＤＡの動作を調整して機械的構成要素を共
振モードから離脱させる処理は、各ＨＤＤシステムまたはＤＶＤシステム毎に、その使用
中に最適化され得る。また、モータおよび／またはサーボノイズはリアルタイムでモニタ
して、その結果に基づいて今後の故障を予測するとしてもよい。過去データを分析して、
ＨＤＤシステムまたはＤＶＤシステムの経年劣化を推測およびモニタするとしてもよい。
【００８３】
　オーディオモニタモジュールはさらに、比較的低コストで製品品質を異ならせるために
用いられ得る。例えば、このような方法を利用することによって、高品質ドライブまたは
低品質ドライブをその他の中程度品質ドライブから区別し得る。特に同一または同様の設
計のＨＤＤシステムまたはＤＶＤシステムについては、ノイズが小さいデバイスの方がノ
イズが大きいデバイスよりも信頼性が高い傾向にある。さらに、機械的構成要素をリアル
タイムでモニタすることによって、今後の品質レベルを改善することができる。本明細書
ではＤＶＤシステムについて記載しているが、本開示はコンパクトディスク（ＣＤ）（登
録商標）にも同様に適用され得る。
【００８４】
　マイクロフォンは、ＨＤＤＡまたはＤＶＤＡに埋め込まれるとしてもよいし、および／
または、ＨＤＤシステムまたはＤＶＤシステムのプリント配線基板アセンブリ（ＰＣＢＡ
）に埋め込まれるとしてもよい。マイクロフォンは、ＨＤＤＡまたはＤＶＤＡに埋め込ま
れる場合、コスト削減のために、柔軟性コネクタを共有し得る。また、システムコストを
低減するべく、システムオンチップ（ＳＯＣ）、モータコントローラおよび／または電力
管理モジュールに、オーディオアナログ／デジタルコンバータ（ＡＤＣ）を埋め込むこと
もできる。ＳＯＣのプロセッサを、オーディオモニタモジュールで共有して、オーディオ
信号分析を行い、コスト削減を実現することもできる。
【００８５】
　図３Ａおよび図３Ｂを参照しつつ説明すると、オーディオ分析モジュールとマイクロフ
ォンとを、対応するデバイスのＰＣＢに配設し得る。図３Ａに示す第１の例のＨＤＤシス
テム２００は、マイクロフォン２０４とオーディオモニタモジュール２０８とを備える。
マイクロフォン２０４は、ＨＤＤシステムの動作中において、オーディオ信号を受信する
。オーディオモニタモジュール２０８は、当該信号をデジタル信号に変換して、上述およ
び／または後述するように、当該信号に対してオーディオ分析を実施する。このオーディ
オ分析には、さまざまな信号レベル、周波数およびノイズ発生パターンをモニタすること
と共に、時間の関数としてモニタ対象パラメータの変化をモニタすることが含まれるとし
てもよい。ノイズ発生パターンは、特定周波数における共振またはその他の基準を含むと
してもよい。このようなオーディオ分析に基づき、オーディオモニタモジュール２０８は
、ＨＤＤシステムの動作パラメータを選択的に変更し、および／または、その他の処理を
実行する。
【００８６】
　マイクロフォン２０４およびオーディオモニタモジュール２０８は、ＨＤ　ＰＣＢ１４
に対応付けられるとしてもよい。「ドライブモジュール」という用語は、本明細書で使用
される場合、データの制御、格納および処理を支援し、および／または、これらに限定さ
れるわけではないが、ＨＤＣ制御モジュール２６、プロセッサ２２、スピンドル／ＶＣＭ
ドライバモジュール３０、読出／書込チャネルモジュール３４等のＨＤＤの操作を支援す
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るＨＤＤの構成要素を意味する単語として用いるとしてもよい。マイクロフォン２０４お
よび／またはオーディオモニタモジュール２０８は、システムオンチップ（ＳＯＣ）２１
０に含まれるＨＤＣ制御モジュール２６、プロセッサ２２、スピンドル／ＶＣＭドライバ
モジュール３０、および／または読出／書込チャネルモジュール３４等の１以上の追加構
成要素と、対応付けるとしてもよいし、および／または、集積化するとしてもよい。これ
に代えて、プロセッサ２２は、点線２１１で示すように、ＨＤＣ制御モジュール２６に埋
め込まれるとしてもよいし、またはＨＤＣ制御モジュール２６と集積化するとしてもよい
。
【００８７】
　図３Ｂに示す第１の例のＤＶＤシステム２３０は、ＤＶＤ　ＰＣＢ１１４に対応付けら
れるオーディオモニタモジュール２３２とマイクロフォン２３４とを備える。マイクロフ
ォン２３４は、ＤＶＤシステムの動作中において、オーディオ信号を受信する。オーディ
オモニタモジュール２３２は、当該信号をデジタル信号に変換して、上述および／または
後述するように、当該信号に対して分析を実施する。この分析に基づき、オーディオモニ
タモジュール２３２は、ＤＶＤシステムの動作パラメータを選択的に変更し、および／ま
たは、その他の処理を実行する。
【００８８】
　マイクロフォン２３４およびオーディオモニタモジュール２３２は、ＤＶＤ　ＰＣＢ１
１４に対応付けられるとしてもよい。「ドライブモジュール」という用語は、本明細書で
使用される場合、データの制御、格納および処理を支援し、および／または、これらに限
定されるわけではないが、制御モジュール１２６、プロセッサ１２２、スピンドル／ＦＭ
ドライバモジュール１３０、読出／書込チャネルモジュール１３４等のＤＶＤの操作を支
援するＤＶＤの構成要素を意味する単語として用いるとしてもよい。マイクロフォン２３
４および／またはオーディオモニタモジュール２３２は、システムオンチップ（ＳＯＣ）
２３６に含まれる制御モジュール１２６、プロセッサ１２２、スピンドル／ＦＭドライバ
モジュール１３０、および／または読出／書込チャネルモジュール１３４等の１以上の追
加デバイスと、対応付けるとしてもよいし、および／または、集積化するとしてもよい。
これに代えて、プロセッサ１２２は、点線２３７で示すように、制御モジュール１２６に
埋め込まれるとしてもよいし、または制御モジュール１２６と集積化するとしてもよい。
【００８９】
　マイクロフォンおよび／またはオーディオモニタモジュールについては、多くの異なる
位置に配設され、および／または多くの異なる形態で実施し得る。図４Ａおよび図４Ｂは
、オーディオモニタモジュールおよびマイクロフォンを備えるＨＤＤシステムおよびＤＶ
Ｄシステムの第２の例を示す。図４Ａに示すＨＤＤシステム２５０は、ＨＤＤＡ５０に対
応付けられているマイクロフォン２５４を備える。マイクロフォン２５４からオーディオ
モニタモジュール２５８への接続２５６は、コストを削減するべく、柔軟性コネクタ２６
０によって与えられ得る。柔軟性コネクタ２６０は、プリアンプ６０およびサーボ５８と
いったほかのデバイスに対する導体をも有するとしてもよい。図４Ｂに示すＤＶＤシステ
ム２７０は、ＤＶＤＡ１５０に対応付けられているマイクロフォン２７４を備える。マイ
クロフォン２７４からオーディオモニタモジュール２７８への接続２７６は、コストを削
減するべく、柔軟性コネクタ２８０によって与えられ得る。
【００９０】
　図５Ａおよび図５Ｂは、オーディオモニタモジュールおよびマイクロフォンを備えるＨ
ＤＤシステムおよびＤＶＤシステムの第３の例を示す。図５Ａに示すＨＤＤシステム３０
０は、オーディオモニタモジュール３０２とマイクロフォン３０４を備える。マイクロフ
ォン３０４は、図示されているようにＨＤＤＡ５０に対応付けられているとしてもよいし
、および／または、ＨＤ　ＰＣＢ１４に対応付けられているとしてもよい。オーディオモ
ニタモジュール３０２は、ＳＯＣ内のプロセッサと集積化されているとしてもよい。オー
ディオモニタモジュール３０２用の処理は、プロセッサ２２によって実施されるとしても
よく、このような構成とすることによってコスト削減が実現される。
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【００９１】
　図５Ｂに示すＤＶＤシステム３２０は、オーディオモニタモジュール３２２とマイクロ
フォン３２４を備える。マイクロフォン３２４は、図示されているようにＤＶＤＡ１５０
に対応付けられているとしてもよいし、および／または、ＤＶＤ　ＰＣＢ１１４に対応付
けられているとしてもよい。オーディオモニタモジュール３２２用の処理は、プロセッサ
１２２によって実施されるとしてもよく、このような構成とすることによってコスト削減
が実現される。オーディオモニタモジュール３０２および３２２、ならびにプロセッサ２
２および１２２はどちらも、ＳＯＣで集積化されるとしてもよい。その他の構成要素もま
た、上述したように、ＳＯＣに集積化されるとしてもよい。
【００９２】
　図６Ａおよび図６Ｂは、オーディオモニタモジュールおよびマイクロフォンを備えるＨ
ＤＤシステムおよびＤＶＤシステムの第４の例を示す。図６Ａに示すＨＤＤシステム３４
０は、オーディオモニタモジュール３４２とマイクロフォン３４４を備える。オーディオ
モニタモジュール３４２は、スピンドル／ＶＣＭドライバモジュール３０に集積化されて
いる。マイクロフォン３４４は、ＨＤＤＡ５０および／またはＨＤ　ＰＣＢ１４に配設さ
れているとしてもよい。図６Ｂに示すＤＶＤシステム３６０は、オーディオモニタモジュ
ール３６２とマイクロフォン３６４を備える。オーディオモニタモジュール３６２は、ス
ピンドル／ＦＭドライバモジュール１３０に集積化されている。マイクロフォン３６４は
、ＤＶＤＡ１５０および／またはＤＶＤ　ＰＣＢ１１４に配設されているとしてもよい。
【００９３】
　想起され得ることであるが、オーディオモニタモジュールは、これらに限定されないが
、ＨＤＣ制御モジュール２６および／または読出／書込チャネルモジュール３４等の、他
のＨＤＤシステム構成要素と集積化されているとしてもよい。同様に、オーディオモニタ
モジュールは、これらに限定されないが、ＤＳＰ１４０、１４４および１４２、ＤＶＤ制
御モジュール１２６および／または読出／書込チャネルモジュール１３４等の、他のＤＶ
Ｄシステム構成要素と集積化されているとしてもよい。さまざまな構成要素をＳＯＣに集
積化することができる。
【００９４】
　図７Ａおよび図７Ｂは、オーディオモニタモジュールおよびマイクロフォンを備えるＨ
ＤＤシステムおよびＤＶＤシステムの第５の例を示す。図７Ａに示すＨＤＤシステム３８
０は、ＨＤＤシステム３８０の電力を管理する電力管理モジュール３８２を備える。ＨＤ
Ｄシステム３８０はさらに、オーディオモニタモジュール３８４とマイクロフォン３８６
を備える。オーディオモニタモジュール３８４は、電力管理モジュール３８２によって実
装される。マイクロフォン３８６は、ＨＤＤＡ５０および／またはＨＤ　ＰＣＢ１４に配
設されているとしてもよい。
【００９５】
　図７Ｂに示すＤＶＤシステム４００は、ＤＶＤシステム４００の電力を管理する電力管
理モジュール４０２を備える。ＤＶＤシステム４００はさらに、オーディオモニタモジュ
ール４０４とマイクロフォン４０６を備える。オーディオモニタモジュール４０４は、Ｄ
ＶＤに与えられる電力を管理する電力管理モジュール４０２によって実装される。マイク
ロフォン４０６は、ＤＶＤＡ１５０および／またはＤＶＤ　ＰＣＢ１１４に配設されてい
るとしてもよい。
【００９６】
　図８は、本開示に係るオーディオモニタモジュール４２０の一例を示す。オーディオモ
ニタモジュール４２０は、マイクロフォン４２２の出力を受け取る。オーディオモニタモ
ジュール４２０は、マイクロフォンのアナログ出力をデジタルオーディオ信号に変換する
アナログ／デジタルコンバータ（ＡＤＣ）４２４を有する。分析モジュール４２８は、ア
ナログ／デジタルコンバータ４２４のデジタルオーディオ出力を受け取る。分析モジュー
ル４２８は、メモリ４３４との間でデータの送受信を選択的に行う。当該メモリは、分析
モジュールに対してローカルであってもよいし、および／または揮発性メモリおよび不揮
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発性メモリ等の共有メモリであってもよい。パラメータ調整モジュール４３０は、分析に
基づいて、ＨＤＤデバイスまたはＤＶＤデバイスの動作パラメータを選択的に調整する。
【００９７】
　分析モジュール４２８は、信号レベル、周波数、ノイズ発生パターン、時間の関数とし
てのモニタ対象パラメータの変化、および／またはモニタ対象パラメータのその他の関数
をモニタするサブバンド分析モジュール４４２を含むとしてもよい。ノイズ発生パターン
は、特定の周波数における共振またはその他の基準を含み得る。
【００９８】
　故障予測モジュール４４４は、現在および／または過去のノイズ情報および／またはそ
の関数に基づいて、故障を選択的に予測する。例えば、故障予測モジュールは、現在およ
び／または過去のデータに基づいて外挿するとしてもよいし、さらに予想故障発生日を推
定するとしてもよい。品質分析モジュール４４８は、測定された現在および／または過去
のノイズ情報および／またはその関数に基づいて、ＨＤＤデバイスまたはＤＶＤデバイス
の品質を推定するとしてもよい。経年劣化推定モジュール４５２は、現在および／または
過去のノイズ情報、現在または過去の情報の変化、および／または、現在および／または
過去のノイズ情報のその他の関数に基づいて、デバイスの経年劣化を推定する。経年劣化
は、耐久性期待値または耐用年数期待値に対して相対的であってもよい。例えば、経年劣
化推定モジュール４５２は、時間の関数としてノイズレベルの変化をモニタするとしても
よい。当該ノイズレベルと、関数、データ、曲線等の格納されている情報とを比較して、
デバイスまたは構成要素の経年劣化を推定するとしてもよい。
【００９９】
　相関モジュール４５３は、現在のノイズ情報と格納されているノイズ情報とを比較して
、特別な故障を特定するとしてもよい。メモリモジュール４３４は、発生する可能性があ
る故障モードに関連するノイズプロファイルを格納するとしてよい。相関モジュール４５
３は、現在および／または過去のノイズプロファイルと格納されているプロファイルとを
相関させるとしてもよい。当該相関が所定の相関値を超えている場合、相関モジュールは
障害メッセージを出力し、診断を開始し、および／またはその他の処理を実行するとして
もよい。
【０１００】
　図９に示すフローチャートは、感知されるノイズ情報に基づいてＨＤＤまたはＤＶＤの
動作パラメータを調整する方法の一例の各ステップを説明するためのものである。ステッ
プ５００から開始される。ステップ５０２では、デバイスが動作中であるか否かを判断す
る。ステップ５０４では、オーディオ信号をデジタルオーディオ信号に変換する。ステッ
プ５０６では、デジタルオーディオ信号を分析する。ステップ５０８では、問題が検出さ
れたか否かを判断する。つまり、ノイズ情報が問題を示すか否かを判断する。例えば、モ
ニタ対象のノイズパラメータがしきい値を超えている場合には問題がある。真であれば、
ステップ５０９で、ＨＤＤデバイスまたはＤＶＤデバイスの動作パラメータを調整する。
例えば、回転速度、スキャン速度、電圧レベル、電流レベル、またはその他の任意のパラ
メータを調整するとしてもよい。ステップ５０８が偽であれば、ステップ５１０に進み、
現在および／または過去のノイズ情報および／またはその関数に基づいて、今後故障が発
生する可能性があるか否かを判断する。ステップ５１０が真であれば、ステップ５１４に
おいて、ホストデバイスにメッセージを送信して、および／または、ＨＤＤデバイスまた
はＤＶＤデバイスの動作パラメータを調整する。
【０１０１】
　図１０に示すフローチャートは、感知されるノイズ情報に基づいてＨＤＤシステムまた
はＤＶＤシステムのデバイス品質を決定する方法の各ステップを説明するためのものであ
る。ステップ５３０から開始される。ステップ５３２では、デバイスが動作中であるか否
かを判断する。真であれば、ステップ５３４では、オーディオ信号をデジタルオーディオ
信号に変換する。
【０１０２】
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　ステップ５３８では、デジタルオーディオ信号を分析する。ステップ５４０では、現在
および／または過去のノイズ情報および／またはその関数と、第１のしきい値とを比較す
る。ノイズレベルが第１のしきい値未満であれば、ステップ５４２において品質を第１の
品質値に設定する。ステップ５４０が偽である場合、ステップ５５０において、現在およ
び／または過去のノイズ情報が第１のしきい値より大きいが第２のしきい値未満であるか
否かを判断する。真であれば、ステップ５５４において、品質を第２の品質値に設定する
。偽であれば、ステップ５６０において、品質を第３の品質値に設定する。品質値または
品質レベルが３つであるとしたが、利用する品質値の数はこれより多くても少なくてもよ
い。品質値または品質レベルは、価格設定および／またはその他のマーケティング関連の
決定事項をさまざまな異なるレベルに設定するべく利用され得る。
【０１０３】
　図１１に示すフローチャートは、現在および／または過去のノイズレベルに基づいてＨ
ＤＤシステムまたはＤＶＤシステムの経年劣化を推定する方法の各ステップを説明するた
めのものである。ステップ５８０から開始される。ステップ５８４では、デバイスが動作
中であるか否かを判断する。ステップ５８６では、オーディオ信号をデジタルオーディオ
信号に変換する。ステップ５９０では、デジタルオーディオ信号を分析する。ステップ５
９４において、現在および／または過去のノイズレベルと所定のしきい値、関数またはそ
の他の所定基準とを比較する。ステップ５９６では、当該比較に基づいて、ＨＤＤシステ
ムまたはＤＶＤシステム、および／または、１以上の構成要素の、経年劣化を推定する。
【０１０４】
　図１２に示すフローチャートは、現在および／または過去のノイズレベルに基づいてＨ
ＤＤシステムまたはＤＶＤシステムの今後の故障を推定する方法の各ステップを説明する
ためのものである。ステップ６００から開始される。ステップ６０４では、デバイスが動
作中であるか否かを判断する。ステップ６０６では、オーディオ信号をデジタルオーディ
オ信号に変換する。ステップ６１０では、デジタルオーディオ信号を分析する。ステップ
６１４において、現在および／または過去のノイズレベルに基づいて今後の性能を外挿し
、外挿結果と所定のしきい値、関数またはその他の所定の基準とを比較する。ステップ６
１６において、当該比較に基づいて、ＨＤＤシステムまたはＤＶＤシステム、および／ま
たは、その１以上の構成要素の今後の故障を推定する。例えば、推定故障発生日または故
障までの推定残り動作時間を与えるとしてもよい。
【０１０５】
　図１３は、プリント配線基板（ＰＣＢ）（不図示）またはマザーボード７０４を備える
デバイス７００を示す。一例に過ぎないが、デバイス７００は、コンピュータシステム、
ネットワークスイッチ、ルータ、サーバ、または、集積回路を有し、シャーシ上および／
または筐体内に配設され、冷却目的でファンを利用するその他の種類の電子デバイスであ
ってよい。１以上の集積回路７０８は、マザーボード７０４に配設されているとしてもよ
い。
【０１０６】
　一例に過ぎないが、集積回路７０８は、中央演算処理装置（ＣＰＵ）、特定用途向け集
積回路（ＡＳＩＣ）、グラフィックス・プロセッシング・ユニット（ＧＰＵ）、および／
またはその他の種類の集積回路を含むとしてよい。ヒートシンク７１２は、集積回路７０
８との間で熱を伝導し、集積回路７０８から熱を吸収する。ファン７１６は、ヒートシン
ク７１２の上方で空気を循環させて、熱を放散させる。
【０１０７】
　グラフィックス・プロセッシング・ユニット（ＧＰＵ）７１８のような他の種類の集積
回路を１以上、マザーボード７０４に配設するとしてもよい。ヒートシンク７２２は、Ｇ
ＰＵ７１８との間で熱を伝導し、ＧＰＵ７１８から熱を移動させる。ファン７２６は、ヒ
ートシンク７２２の上方で空気を循環させて、熱を放散させる。マザーボード７０４は、
シャーシ上および／または筐体７３０内に配設するとしてもよい。ファン７３４を１以上
追加して、筐体内での冷却機能を強化するとしてもよい。メモリモジュールおよび／また
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はその他のモジュールまたはデバイス（不図示）等のその他の構成要素７４４は、マザー
ボード７０４上に配設するとしてもよい。
【０１０８】
　動作について説明すると、集積回路７０８は、ファン７１６、７２６および／または７
３４が生じさせるオーディオ信号をモニタするオーディオモニタモジュール７５０を有す
るとしてもよい。マイクロフォン７５４は、筐体７３０の内部に配設するとしてもよい。
これに代えて、マイクロフォン７５６は筐体７３０の外部に配設するとしてもよい。これ
に代えて、スピーカ７５８はマイクロフォンとして利用されるとしてもよい。スピーカ７
５６に当たる音波が感知されて分析に利用されるとしてもよい。
【０１０９】
　集積回路７０８および／またはＧＰＵ７１８は、上述したように、オーディオ信号に対
してオーディオ分析を実施するオーディオモニタ（ＡＭ）モジュール７５０を有するとし
てもよい。これに代えて、ＡＭモジュール７５０は、スタンドアローンなデバイスであっ
てもよいし、または、その他の構成要素または集積回路と集積化されているとしてもよい
。ＡＭモジュール７５０は、サブバンド分析を実施するとしてもよい。ファンの動作は、
信号レベル、周波数およびノイズパターンをモニタすると共に、時間の関数としてモニタ
対象パラメータの変化をモニタすることによって、改善し得る。
【０１１０】
　ファン動作パラメータは自動的に調整されて、音響ノイズを低減するとしてもよい。こ
のようにすることによって、ユーザの不快感を和らげるとしてもよい。ファンは、共振モ
ード以外で動作し得る。さらに、ファンのノイズをリアルタイムでモニタすることによっ
て、今後の故障の発生を予測するとしてもよい。過去のデータを分析することによってフ
ァンの経年劣化を推定およびモニタするとしてもよい。
【０１１１】
　さらに、オーディオモニタリングに基づいて、比較的低コストで製品品質を異ならせる
としてもよい。例えば、このような方法を利用することによって、高品質ファンまたは低
品質ファンをその他の中程度品質ファンから区別し得る。特に同一または同様の設計のフ
ァンについては、ノイズが小さいデバイスの方がノイズが大きいデバイスよりも信頼性が
高い傾向にある。さらに、機械的構成要素をリアルタイムでモニタすることによって、今
後の品質レベルを改善することができる。
【０１１２】
　ＨＤＤシステムおよびＤＶＤシステムについて開示しているが、本開示はその他の回転
式ストレージデバイス、磁気ストレージデバイスおよび／または光学ストレージデバイス
にも適用される。
【０１１３】
　上述したように構成要素の動作パラメータを変化させる構成に加えて、またはそのよう
な構成に代えて、オーディオモニタモジュールは、当該構成要素がどのように動作してい
るかについての指標を提供する信号を生成するとしてもよい。一例に過ぎないが、構成要
素が通常許容可能なレベルよりも大きいノイズを発生している場合には、オーディオモニ
タモジュールがホストデバイスに対して指標信号を生成するとしてもよい。一例に過ぎな
いが、ファンが発生するノイズが大き過ぎる場合、ＣＰＵはオペレーティングシステム（
ＯＳ）にエラーメッセージを送信してＯＳおよび／またはユーザに事態を通知するとして
もよい。
【０１１４】
　オーディオモニタモジュールは、ユーザが取り得る行動のリストを提供するとしてもよ
い。例えば、オーディオモニタモジュールは、複数の異なる選択肢からユーザに選択させ
るとしてもよい。選択肢には、低電力モード、限定処理モード等の制限モードで動作する
ことを含むとしてもよい。ファンを有する実施例の場合、デバイスの温度が所定の温度値
に到達すると、ユーザはセーフシャットダウンモードを選択するとしてもよい。
【０１１５】
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　当業者であれば、以上の説明に基づき、本開示の広義の教示が様々な形態によって実施
し得ることに想到し得る。このため、本開示は具体的な例を挙げて説明してきたが、本願
の添付図面、明細書および請求項から当業者にはほかの変形が明らかであるので、本開示
の真の範囲はそれらの具体例に限定されるべきではない。

【図１】 【図２】
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【図３Ａ】 【図３Ｂ】

【図４Ａ】 【図４Ｂ】
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【図５Ａ】 【図５Ｂ】

【図６Ａ】 【図６Ｂ】
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【図７Ａ】 【図７Ｂ】

【図８】 【図９】
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【図１０】 【図１１】

【図１２】 【図１３】
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